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新

常 盤 義 伸

鳥 居 祖 堂

西 村 恵 信

西 村 恵 信

論 文 名

大拙先生 との対話

西谷宗教哲学概観

西谷啓治 の哲学史上の位置

鈴木大拙 における聖書解釈

の問題

大拙先生 のマ リア観

『正法目購 随聞記』と『イ ミタ

チオ ・ク リスティ』の比較研

究

『日本的霊性』について

釈迦一代伝記鼓吹巻四 ・五 ・

六 〈翻刻〉

道元禅師がお望みになるこ

と 一チベ ッ ト「認識論」と

の比較 を通 じて

西谷思想 の海外 における評

価 に関す る一考察

KoanZellfromthe

inside

鈴木大拙の「日本的霊性」と

盤珪の 「霊明なもの」につい

て

法華経 と禅者

不生で生 きる(36)～(44)

三余居窓話(九)(十)(十 一・)

(十二)

遙かな り「也風流庵 大拙居

士」

雑 誌 名

大乗禅

大乗禅

大乗禅

大乗禅

大乗禅

宗学研究

大乗禅

愛知学院大学教養部

紀要

曹洞宗研究員研究紀

要

大乗禅
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花園大学文学部研究28
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宗教研究

禅文化研究所紀要
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禅文化

大乗禅
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82禅 学関係雑誌論文 目録(1996年)

著 者 論 文 名

長 谷 正 常 西谷 におけるニ ヒ リズ ムの

問題 と空 の立場

原 田 弘 道 禅思想史上にお ける因果 と

仏行の問題

松 岡 由 香 子 『正法眼蔵』十二巻本の現代

的意義

宮 崎 次 一 妙好人

柳 田 聖 山 無 門関を読む

了 戒 光 彦 西 田幾太郎の時 間論

和 田 真 二 鈴木大拙 の「我観浄土」考に

ついて

〈日本〉

秋 月 龍i眠

朝 日 隆

朝 日 隆

東 郁 夫

東 隆 真

東 隆 真

東 隆 真

荒 牧 純 隆

粟 谷 良 道

粟 谷 良 道

粟 谷 良 道

粟 谷 良 道

東嶺禅師『宗門無尽燈論』提

綱(1)～(4)

『正法眼蔵』にお ける讐喩

一空 と鳥一

『正法眼蔵』「三十七品菩提

分法」の一考察(二)

坐禅用心記の中の煩悩 と天

台小止観

鈴木大拙 と渡辺 玄宗

道元 の末法観

伝光録第三重祖章 に関 して

一今一度 中野重哉氏 の所

見に対 して一

円仁 と禅門宗

『正法眼蔵』における出家 と

在家(下)

『正法眼蔵』における出家の

規範 について

『正法眼蔵』における「証下の

修」について

『正法眼蔵』における草木国

土論(三)一 道元禅 師の草木

観 について一

雑 誌 名 巻(号)

大乗禅859

駒澤大学仏教学部研54

究紀要

禅文化研究所紀要22

禅文化159

禅文化161

東洋大学大学院紀要33

(文学研究科 〈哲学 ・

仏教学 ・中国哲学〉)

宗教研究307

大乗禅

宗学研究

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

宗学研究

大乗禅

大法輪

宗学研究

855～858

38

29

38

862

63-5

38

天台学報38

曹洞宗研究員研究紀27

要

宗学研究38

印度学仏教学研究44-2

曹洞宗宗学研究所紀10

要
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飯

飯

飯

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

飯 塚 大 展

展大塚飯

参

成

魯

公

田

井

池

石

道

純

修

清

井

井

石

石

石 川 光 学

石 川 力 山

論 文 名

『正法眼蔵』における枯木 に

ついて

曹洞三位について

曹洞宗代語文献の語録形態

に関する一考察

中世曹洞宗 における代語文

献の研究(三)

中世曹洞宗 における代語文

献の研究(四)

『一休和 尚法語』について

『貫之梵鶴代語抄』について

潔堂派切紙に関す る一試論
一 常光寺史料 を中心 とし

て一

潔堂派所伝の切紙 について

一 常光寺蔵切紙の紹介一

大東急記念文庫蔵『人天眼 目

批郡集』について 一 『人天

眼 目抄』における位置づ けを

中心にして一

中世曹洞宗 における『人天眼

目』の受用について 一 『人

天眼目僧抄』を中心 として一

長興寺蔵の本参資料につい

て

祇管打坐の宗 旨と『法華経』

遺髪を入れた筥 一『日本霊

異記』中巻第三縁 の再検討一

道元の 「見性」批判(再 論)

道元禅師の説示 と真学『正法

眼蔵』との関係について(承

前)

『禅戒砂』の不婬欲戒につい

て

内館文庫所蔵資料の研究(二)

一『編輻忘談記』・『懐蛙記』

について一

雑 誌 名

宗教研究

印度学仏教学研究45-1

宗学研究38

駒澤女子短期大学研29

究紀要

駒澤大学禅研 究所年7

報

印度学仏教学研究45-1

宗学研究38

駒澤大学禅研究所年7

報

駒澤大学大学院仏教29

学研究会年報

駒澤大学仏教学部論27

集

巻(号)

307

曹洞宗研究員研究紀27

要

曹洞宗宗学研究所紀10

要

宗学研究38

駒澤短期大学佛教論2

集

仏教学(仏教思想学会)38

宗学研究38

宗学研究38

駒澤大学仏教学部研54

究紀要
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著 者 論 文 名

石 川 力 山 日本中世仏教 にお ける釈迦

信仰の系譜

石 川 力 山 『末法燈明記』と道元禅

石 島 尚 雄 大地有情同時成道に関す る
一考察 一特 に道元禅 師を

めぐって一

石 島 尚 雄 道元禅 と論議に関す る一考

察 一特に『正法眼蔵聞書抄』

をめぐって

伊 藤 秀 憲 『正法眼蔵聞書抄』口語訳の

試み一 韓法輪一

伊 藤 良 久 曹洞宗の展開 と輪住制につ

いての一考察

岩 永 正 晴 『永平頒古』88・90をめ ぐる

管見

岩 永 正 晴 『正法目購 』「画餅」の主題 と

課題

岩 永 正 晴 『正法眼蔵』「観音」について

(その一)一 一『伝光録』・『広

灯録』の観音一

岩 永 正 晴 『正法眼蔵』「観音」について

(その二)一 雪實 ・園悟 ・

宏智の頚古にみる「雲巌大悲

菩薩」語解釈一

海 住 春 弥 勢州 医王寺の洞虚和 尚と宝

筐印塔 を廻って

大 槻 幹 郎 黄彙文書『知客寮須知』を読

む(83)～(94)

大 槻 幹 郎 草創期黄奨の出版 について

大 庭 博 隆 『正法眼蔵大修行』巻 と『正法

眼蔵深信因果』巻 との関連

岡 島 秀 雄 道元教説にお ける 「捨」につ

いて

沖 本 克 己 中国禅宗在 日本

苧 坂 光 龍 臨済録提唱

第92回 ～第101回

尾 崎 正 善 警策考

雑 誌 名 巻(号)

宗教研究307

印度学仏教学研究45-1

宗学研究38

印度学仏教学研究45-1

駒澤大学仏教学部論27

集

駒澤大学大学院仏教29

学研究会年報

印度学仏教学研究45-1

宗学研究38

曹洞宗研究員研究紀27

要

曹洞宗宗学研究所紀10

要

黄漿文華

禅

黄漿文華

宗学研究

宗教研究

文史知識1996

禅味

曹洞宗研究員研究紀

要

116
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著 者

尾 崎 正 善

尾 崎 正 善

尾 崎 正 善

何 燕 生

何 燕 生

角 田 泰 隆

葛 西 好 雄

片 岡 了

河 合 泰 弘

河 合 泰 弘

川 口 高 風

川 口 高 風

川 口 高 風

川 村 昭 光

桐 野 好 覚

工 藤 英 勝

工 藤 英 勝

熊 本 英 人

論 文 名

曹洞宗葬祭儀礼 と陰陽道

一 大安寺蔵『回向井式法』・

永久文庫蔵『年 中行事清規』

に関 して一

大安寺蔵 「回向井式法」にっ

いて

翻刻 ・永久文庫蔵『年 中行事

清規』

道元の心常相滅論批判 に関

す る一視点

道元の心常相滅論批判

道元禅 師の言語表現 一 絶

対同一一

道元禅 師 黄龍下列位 につ

いて

『沙石集』の性格

浄住寺蔵『篁山和 尚置文』と

『洞谷記』

『洞谷記』と『永光寺中興雑記』

『曹洞宗務局普達全書』の総

目録

『明教新誌』における曹洞宗

関係記事(一)(二)

諦認禅師の『空華談叢』につ

いて

正法眼蔵読調経典化 の諸 問

題

曹洞五位説 についての一考

察 』 逐位頒』と『南宗定邪

正五更転』一

曹洞宗 と国家(六)一 太平

洋戦争 と教 団 ・教学 ・教学

者一

編年志 曹洞宗にお ける太

平洋戦争体験

近代曹洞宗人名索引
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雑 誌 名 巻(号)発 行月

印度学仏教学研究45-112

宗学研究

曹洞宗宗学研究所紀

要

宗教研究

宗学研究

駒澤短期大学佛教論

集

宗学研究

大谷大学研究年報

宗学研究

印度学仏教学研究

禅研究所紀要(愛知学

院大学禅研究所)

愛知学院大学教養部

紀要

愛知学院大学教養部

紀要

宗学研究

宗学研究

宗学研究

383

1010

3073

383

210

383

483

383

44-23

253

44-1・27・11

43-21

383

383

38

曹洞宗研究員研究紀27

要

曹洞宗研究員研究紀27

要
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著 者

熊 本 英 人

熊 本 英 人

熊 本 英 人

雲 出 軸

郡 司 博 道

小 島 寅 雄

小 林 圓 照

駒澤大学戦国

史研究会

斎 藤 善 夫

佐久間賢祐

笹 尾 哲 雄

佐 々木俊道

佐 々木容道

佐 藤 悦 成

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

論 文 名

宗学の今 一『正法眼蔵』の

読み方をめぐって一

曹洞宗議会 にみる近代曹洞

宗の志向(一)一 出家教団の

葛藤一

来馬琢道 の寺院活動

良寛『法華讃』私解(17)～(24)

大仏寺移転論、非移転論、

永平葛藤の根源 を斬 る 一

大仏寺(永平寺)は寛元二年

七月十八 目開堂以降今 日迄

現境の域一

良寛 一孤独なる人一

峰尾節堂(1885-1919)の 調査

研究 とその所見

長興寺文書の紹介 一 中世

史料を中心に一

高岡山瑞竜寺に見る黄漿の

影響

『教授戒文』解釈 の系譜

月船禅慧 の人法 について
「粟田 口口訣」について

『夢窓国師語録』南禅録 ・註

(部分)

篁 山下における曹洞宗 の展

開 一尾張乾坤院を中心 と

して一

恭翁運良の活動 と曹洞宗(上)

一加賀大乗寺 と笙山紹欽 を

踏 まえて一

孤峰覚明 と螢 山紹瑛 一 奎

山門下 としての覚明の活動

を踏まえて一

雑 誌 名

宗学研究

巻(号)発 行月

383

曹洞宗宗学研究所紀10

要

宗教研究

大乗禅

宗学研究

307

855～858

・860

・861

・864～

866

38

大法輪63-1

妙心寺派教化センター6

研究報告

駒澤史学49

黄漿文華 116

宗学研究38

禅学研究74

駒澤女子短期大学研29

究紀要

禅文化研究所紀要22

印度学仏教学研究44-2

駒澤大学仏教学部論27

集

印度学仏教学研究44-2
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著 者

佐 藤 秀 孝

佐 藤 秀 孝

佐 藤 俊 晃

椎 名 宏 雄

下 室 覚 道

菅 原 諭 貴

菅 原 諭 貴

菅 原 諭 貴

杉 尾 玄 有

鈴 木 美 弥

鈴 木 省 訓

鈴 木 祐 孝

青 龍 宗 二

樹 本 宗 訓

封 本 宗 訓

高 橋 秀 栄

論 文 名

入元僧古源郡元について

一 嵩山少林寺か ら京都東福

寺へ一

入元僧古源郡元の軌跡(上)

一嵩山少林寺首座 か ら京都

東福寺住持へ一

近世修験者の信仰 に見 る禅

と神道

天順本『菩提達摩 四行論』の

資料価値

「弁道話」第十四問答の一考

察 一Xと のみ しりて、Y

としらず の構文か ら一

『永平略録』と『永平広録』の

関係(上)一 本文対 照校異一

『義雲録 』所収の『永平広録』

について

『永平略録ll成立の諸問題(一)

道元禅 師の万象刻 々一斉生

滅身心脱落 と阿育王寺再訪
一 将軍実朝の納骨準備か

らスター トす る道元禅 と『正

法眼蔵』一

酉行 と宝物集 一 西行 の出

家暇乞いの歌をめ ぐって一

月船禅慧 の研究 一訓注「武

渓集」一

天桂伝 尊の研究

「同時成道」観について

近世佛通寺史 よ り

佛通の風 光

鎌 倉時代の僧侶 と『首榜厳経ll

高 橋 秀 栄 摩詞止観を学んだ中世の僧

侶

田 口 幸 慈 京都における中世禅宗の展

開 一東福寺を中心として

雑 誌 名

宗学研究

巻(号)発 行 月

383

駒澤大学仏教学部研54

究紀要

宗学研究

宗学研究

宗学研究

38

38

38

禅研究所紀要(愛知学25

院大学禅研究所)

曹洞宗研究員研究紀27

要

宗学研究38

宗学研究38

文学論藻

駒澤女子短期大学研

究紀要

宗学研究

宗教研究

禅文化

禅文化

駒澤大学禅研究所年

報

印度学仏教学研究

花園史学

70

29

38

307

162

160

7

45-1

17

3

3

3

3

3

7

3

3

3

3

0

3

nO

1

4

3

12

11
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著 者

竹 内 道 雄

道

勝

勝

勝

勝

勝

勝

勝

弘

元

元

元

元

元

元

元

内

貫

貫

貫

貫

貫

貫

貫

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹

勝

勝

勝

勝

勝

勝

一兀

一兀

一兀

一兀

一兀

一兀

貫

貫

貫

貫

貫

貫

竹

竹

竹

竹

竹

竹

竹 貫 元 勝

竹 貫 元 勝

田 中 智 誠

千 葉 公 慈

千 葉 正

辻 口雄 一 郎

角 紀 子

角 田 泰 隆

角 田 泰 隆

中世古祥道

永 田 尚 樹

論 文 名

越後曹洞宗教団の戦 国、安

土 ・桃山時代の発展

『報恩録』の考察

一綜文守 と沢庵宗彰

隠元 と無著道忠(一)(二)

『蔭涼軒 目録』

雲居希麿 と賢谷宗 良

『臥雲 日件録抜尤』

『隔糞記』

『空華 日用工夫略集』一その

1・2-

『軒 日録』一その1・2-一一

『碧 山日録 』

『苑 日録』

『本光国師 目記』

禅僧の 日記 を読む

大徳寺史あれ これ 一永正

三年 の壁書(1)一

大徳寺史あれ これ 一大徳

寺 と豊臣秀吉その2一

達摩の声を

黄葉 山萬福寺 の煤払 につい

て

『修証義御和讃』に関す る一

考察(そ の一)

虎 関師錬における密教理解

他 との否定性≒M・ ブーバー

と道元の比較思想研 的究一

「道元手偏」・L・ 言偏な ど

を通 してみる真筆 と別筆

道元 一 禅師が聞いた夜雨

の声

道元禅師の言語 一将錯就錯

について一

道元禅師の「育父」について

清規 に見 る室町時代の茶礼

について

雑 誌 名

禅研究所紀要(愛知学

院大学禅研究所)

宗学研究

禅文化

禅文化

淡交

禅文化

淡交

淡交

淡交

交

交

交

交

交

宝

淡

淡

淡

淡

淡

龍

龍宝

巻(号)発 行月

253

38

162

159・160

55-8

161

55-4

55-12

55-5・6

3

10

1・4

8

4

12

5・6

55-2・32。3

55-77

55-1010

55-1111

55-11

597

58 1

TheZen平 成八年 雪 山号1

黄彙文華11612

宗学研究

宗学研究

宗学研究

宗学研究

大法輪

宗学研究

38

8

Q
Q

∩δ

00

38

63-1

38

宗学研究38

禅文化研究所紀要22

3

り
Q

3

3

1

3

Q
U

だ0
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著 者

成 田 英 道

西嶋和夫

(愚道)

袴 谷 憲 昭

橋 袷

橋 本 英 樹

橋 本 英 樹

橋 本 英 樹

波田野豊道

花 田 伸 久

晴 山 俊 英

論 文 名

只管打坐 一 その裏面にあ

るもの一不染汚について

中論の新 しい理解 と宗学

顕密体制論 と正統 異端 の問

題

『正法眼蔵s「全機1を読む(3)

『正法眼蔵随聞記』とその周

辺

『正法眼蔵 随聞記』の一視 点

『随聞記』の成立を考 える(序

説)

道元禅における修行道の具

体的実践方法 一"只管打

坐"を南伝止観の伝統を受け

継 ぐもの と解釈 しての試論

(1)一

虚無僧 の天蓋

『梵網経略抄』の考察(六)

晴 山 俊 英 『梵網経略抄』の考察(七)

船 地 慧

ベルナール ・

フオール

星 俊 道

堀 野 宗 俊

本 田 寛 尚

沢庵 一夢街道一

曹洞宗 における袈裟 のシン

ボ リズ ム(川橋正秀 訳)

道元禅師 における宗教的時

間の特質(四)

瑞巌寺新宝物館青龍殿の活

動 について

『出家』と『出家功徳』

正 満 英 利 派祖潮音禅 師を探 して 続

(その17)～(そ の28)

松 田 陽 志 『顕訣耕雲註種月擦撫藁』に

お ける偏正五位説の諸問題

(三)一 偏正五位異説の基

本的立場 について一

雑 誌 名

仏教経済研究

宗学研究

巻(号)

255

38

駒澤短期大学佛教論2

集

大乗禅856

駒澤大学大学院仏教29

学研究会年報

宗学研究38

駒澤大学仏教学部論27

集

曹洞宗研究員研究紀27

要

哲学年報55

曹洞宗研究員研究紀27

要

曹洞宗宗学研究所紀10

要

大法輪63-1

駒澤大学禅研究所年7

報

宗学研究38

黄漿文華 116

駒澤大学禅研究所年7

報

禅
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9
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3
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著 者 論 文 名

松 岡 由香 子 道元 の『仏性』巻について一

その1一

松 田 陽 志 『顕訣耕雲註種月擦撚藁』に

おける偏正五位説の諸問題

(中)

松 田 陽 志 『洞上古轍』をめぐる偏正五

位解釈の一視点

松 長 知 海 黄漿版大蔵経一版 庫の移転

を中心 として

松 原 泰 道 白隠 一す り鉢 と手水鉢一

三 浦 真 介 雲渓桃水 の生涯 とその思想

水 野 弥 穂 子 道元禅師に聞く

宮 地 清 彦 『伝 光録 』第六祖章について

の一考察 一 「法性三昧」を

キー ・ターム として一

宮 地 清 彦 螢山禅 師の撰述書における

「如幻三昧」について

宮 地 清 彦 螢山禅 師の引用姿勢につい

て 一特 に慧能章について

無 門 龍 善 碧巖集 一 白隠の見解に留

意 しつっ一(37)～(40)

無 門 龍 善 白隠禅師内観 の法

山 口 興 順 目本禅宗における安然『教時

諄論』の位置

山 内 舜 雄 『正法眼蔵聞書抄』における

『眼藏』理解 について
、一本

覚法 門への批判点をめぐっ

て一

山 内 舜 雄 『正法眼蔵』における『眼藏』

理解 について 一本覚法 門

へ の批判点をめぐって一そ

の俗諦常住 の理解 について

1『窮源尽性抄』における俗

諦常住の考察

山 本 輝 雄 黄漿寺院の天王殿 について

雑 誌 名

宗学研究

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

宗学研究

黄奨文華

大法輪

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

大法輪

曹洞宗宗学研究所紀

要

印度学仏教学研究

宗学研究

禅味

禅味

天台学報

宗学研究

巻(号)発 行月

383

295

383

11612

63-11

295

63-1(63-1～12

12

1010

45-1

38

21

3

385～3882～5

386～3883～5

3811

383

駒澤大学禅研究所年7

報

黄奨文華 116

3

12



著 者

柚 木 祖 元

英

興

宜

道

津

田

吉

吉

興道田吉

霊盈

〈中国〉

イザベ ラ ・グ

レヴィ ッチ

石 井 修 道

石 井 修 道

石井修道

・小川 隆

石井修道

・小川 隆

石 川 力 山

伊 原 弘

敦吹伊

夫

夫

康

康

康

宗

村

村

村

岩

岩

岩

康宗村岩

康宗村岩

論 文 名

宗典中の 「風慈」に対する現

代語訳や 「戯悔」との問題 に

ついて

道元の教 主論 について

愛知県松源院所蔵『道元禅師

行状記』につ いて

道元伝における天童 山の「開

堂演法」に関 して

ModernityandRinzai

Zen:DoctrinalChangeor

Continuity

禅語録 にみ られる唐代 口語

の歴史的文法について(英文)

『宗門統要集』よりみた宋代

禅の特色

『禅源諸詮集都序』の頓悟漸

修説

『禅源諸詮集都序』の訳注研

究(三)

『禅源諸詮集都序』の訳注研

究(四)

『真州長藍夜了禅師劫外録抄』

の研究(下)

宋代台州臨海県 における庶

民の経 済力 と社会 一寺観

へ の寄付金 一覧表か ら一

慧能に蹄される敷種の『金剛

経』の註繹 書について

五祖法演の宗風

白雲守端の宗風

禅語ノー ト(1)「 閑不徹」に

つ いて

禅語ノー ト(2)「 悩乱春風」

について

禅語 ノー ト(3)「 現成公案」

について
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雑 誌 名 巻(号)発 行月

宗学研究383

宗学研究38

宗学研究38

宗教研究307

ZENBUDDHISM13

TODAY

禅文化研究所紀要

駒澤大学禅研究所年

報

宗教研究

駒澤大学仏教学部研

究紀要

駒澤大学仏教学部論

集

駒澤大学仏教学部論

集

駒澤大学禅研究所年

報

禅文化研究所紀要

印度学仏教学研究

禅学研究

大乗禅

大乗禅

大乗禅

22

7
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7

7
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著 者 論 文 名

王 縫 如 敦捏疑語 尋繹

大 松 博 典 「教」外別伝

沖 本 克 己 禅宗の教 団(四)(五)(六)

沖 本 克 己 『臨済録』を読む(一)に)(三)

(四)(五)

奥 野 光 賢 吉蔵撰『維摩経遊意』につい

て 一そ の割注をめ ぐって

何 燕 生 『天童如浄禅師続語録』考

葛 西 好 雄 懐　禅師の伝 戒をめぐるい

くつかの間題

質 林 成 論『中古虚 詞語法例繹』

金 井 徳 幸 南宋妖神信 仰素描 一 山魁

と疽鬼 と社 祠一

鎌 田 茂 雄 湖北省仏教寺 院訪 問記

河 原 英 俊 隠元禅 師の東渡 と大陸情勢

衣川賢次(訳)榮 新江「ロシア所蔵の景徳伝

燈録」

衣 川 賢 次 禅宗語録導読(察 毅訳)

衣 川 賢 次 『敦燵新本六祖壇経』補校

木 村 周 誠 『小止観』にお ける三観 につ

いて

木 村 隆 徳 サムイ ェーの宗論 一 中国

禅 とイ ン ド仏教の対決

桐 野 好 覚 「題雲居弘覚禅師語録」をめ

ぐる一考察

桐 野 好 覚 洞 山と先洞 山

河野敏宏 『妙法蓮華経釈文』における

・西原一幸 教義的記述 の有無 一編纂

方針考察 の参考 として一

邪 東 風 輝宗言語 問題在暉宗研究 中

的位置

古 賀 英 彦 壇経神会原本へ

古 賀 英 彦 頓悟の考察 ・弁宗論

雑 誌 名

俗語言研究

宗学研究

禅文化

大乗禅

駒澤短期大学佛教論

集

駒澤大学禅研究所年

報

印度学仏教学研究

俗語言研究

駒澤大学禅研究所年

報

禅研究所紀要(愛知学

院大学禅研究所)

黄漿文華

禅文化

俗語言研究

俗語言研究

天台学報

『東アジア社会と仏教

文化』

曹洞宗宗学研究所紀

要

駒澤大学大学院仏教

学研究会年報

愛知学院大学教養部

紀要

俗語言研究

花園大学文学部研究

紀要

禅学研究

巻(号)発 行 月

46
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著 者

椎 名 宏 雄

椎 名 宏 雄

蒋 禮 鴻

鈴 木 哲 雄

鈴 木 哲 雄

関 口 欣 也

曹 潤 錆

孫 昌 武

田 中 良 昭

段 観 宋

董 志 翅

常 盤 義 伸

常 盤 義 伸

友 永 植

中 島 志 郎

中 嶋 幹 起

西 口 芳 男

西 山 美 香

長谷部幽膜

藤 善 眞 澄

宮 地 清 彦

論 文 名

園悟の『語録』と『心要』の諸

本

天順本 『菩提達摩四行論』

『敦捏攣文字義通繹』増訂(黄

征整理)

『景徳伝燈録』訳文(一)

胡髭赤 と赤髭胡

道元禅師が記 した南宋大禅

院 の伽藍

『円覚経』の成立 と受用(思想

的立場 と関連 して)
"句中有限"與"詩 眼"

『菩提達摩禅師論』の新出異

本 について

輝籍俗語詞零札

『入唐求法巡禮行記校注』商

免(一)
「意生身」と「壁観 」

祖 師西来意について

宋都 監探原考(二)一 五代

の行営都監一

肉骨髄得 法説 の周辺 一 張

懐灌 と張彦遠 の書画論か ら

江蘇 ・漸 江の言語について

敦煙写本七種対照(1993)

夢窓疎石における〈和歌〉と

〈笑い〉

古祖派の諸律祖行業記略(二)

入唐僧 と杭州 ・越州

『頓悟大乗正理決』における

「思考 の停止」について
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雑 誌 名 巻(号)発 行月

印度学仏教学研究45-112

駒澤大学仏教学部研543

究紀要

俗語言研究46

禅研究所紀要(愛知学

院大学禅研究所)

印度学仏教学研究

駒澤大学禅研究所年

報

印度学仏教学研究

俗語言研究

宗教学論集

俗語言研究

俗語言研究

花園大学文学部研究

紀要

大乗禅

別府大学アジア歴史

文化研究所報

花園大学文学部研究

紀要

駒澤大学禅研究所年

報

禅学研究

禅文化

禅研究所紀要(愛知学

院大学禅研究所)

関西大学東西学術研

究所紀要

曹洞宗研究員研究紀

要
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著 者 論 文 名

村 上 俊 唐代禅思想研究

毛 利 古 剣 『虚堂録』提唱(5)～(11)

弘

英

勝

宜

澤

津

芳

吉

剛田吉

吉 田 道 興

李 淑 華

亮

〉

宣

他の

井

侵

淺

照善枝朝

碧

参

山

敦

魯

力

桁

田

川

吹

井

池

石

伊

子

美

郁

明

田

本

岩

岩

峯

人

龍

栄

西

野

大

大

典

己

博

克

松

本

大

沖

麻三斤 ・再考

華厳 と禅

趙宋華厳教学の展開一法華

経解釈 の展開 を中心 として

天童寺世代考(九)

永明延寿禅師の 「宗鏡 」につ

いて

北米における曹洞宗 系禅セ

ンターの 日課行事について

仏教教団構成者の研 究(一)

「水子供養」について(1)

坐禅 中の魔事

水子供養の未来

『金剛経解表』の成立をめぐっ

て

木魚 について

『大乗荘厳経論』第十四章 「教

授教誠章」の背景1

以心伝心の思想

中国天台 における禅か ら止

観への思想的展 開
「仏教」の「教育」

ZENBUDDHISMandit's

CULTURE

雑 誌 名

研究報告(花園大学国

際禅学研究所)

大乗禅

巻(号)

4

855～858

・860

・861

・864～

866

禅文化160

新装版 ・講座 大乗仏

教3・華厳思想

駒澤大学仏教学部論27

集

禅研究所紀要(愛知学25

院大学禅研究所)

天台学報38

印度学仏教学研究44-2

龍谷大学仏教文化研35

究所紀要

宗学研究38

大法輪63-3

教化研修39

印度学仏教 学研究45-1

黄彙文華116

禅文化研究所紀要22

駒澤短期大学佛教 論2

集

禅研究所紀要(愛知学25

院大学禅研究所)

教化研修39

花園大学文学部研究28

紀要

発 行 月
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著 者 論 文 名

沖 本 克 己 禅文化論 ノー ト

茅 原 正 呼吸の統御 に関す る心理生

理学的研究 一瞑想時の体

位 と呼吸機能(ll)一

川 檎 正 秀 ピーター ・グレゴ リーへの

リスポンス

小 林 守 無我の一考察

佐 々 木 閑 比丘になれない人 々

村 木 哲 山 仏壇信仰 と曹洞宗 の教化

安 田 真 乗 合掌礼拝運動 に思 う

安 田 真 乗 オ ウム真理教 と禅

ジェフIntroductiontotheFirst

・シ ョーワFASRetrestinEurope

qeffShore)

JeffshoreJPratiquelaiqueduZenen

Europe

鈴 木 昭 明 鈴木大拙(訳)「 若き思い出」

瀬 古 康 雄 十牛 図以前 一 円相 と癒 し

武 井 昭 宗教 ・倫理 と経済 一K・

E・ ボールディングの所説

を中心 に一

丹 治 昭 義 維摩経 におけるアーナ ンダ

と一音説法

寺 崎 敬 道 根本説一切有部の塔崇拝に

関す る一覚え書 き

中 島 志 郎 仏教 と時間論

中 野 優 信 「水子供養」と女性(一)一 女

(優子)性 の権利 と「生命倫理」一

中 野 重 哉 戦後五十年 と「ハ ンセ ン病」

そ して仏教

中 野 東 禅 生命倫理における責任 選択

と「業 の引き うけ」

中 野 優 信 「永子供養」と女 性(二)一

(優子)女 性 の権利 と「生命倫理」一

野 村 春 眠 禅語夜話(85)～(96)

雑 誌 名 巻(号)

花園大学文学部研究28

紀要

宗教学論集19

駒澤大学禅研究所年

報

宗教研究

花 園大学文学部研究

紀要

教化研修

教化研修

宗学研究

FASSociety

Journa11996

Voiesde1'Orient

禅学研究

印度学仏教学研究

仏教経済研究

7

307

28

39

39

38

58

74

44-2

25

関西大学東西学術研29

究所紀要

曹洞宗研究員研究紀27

要

禅学研究74

宗学研究38

宗学研究38

教化研修39

曹洞宗宗学研究所紀10

要

ネ単489～500

発行月
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著 者 論 文 名

原 田 弘 道 「世尊指地」話 を通 して見た

寺院建立の今 日的問題

平 塚 景 道 禅 と現代音楽

皆 川 広 義 仏教における伝道 の原理

村 本 詔 司 三木清の宗教論への予備研

究 全集一三巻の諸論文の

紹介

門 馬 幸 夫 「水子供養」について(2)一
「権力」と責任倫理あるい は

宗学的課題 と教化課題一

山 内 哲 生 寺院における伝道の考察
一仏教寺院の歩み と現状 に

ついて一

山 岡 泰 造 絵画史における中国 と日本

(一)

吉 田 収 瞑想/禅 定の普遍性/特 殊

性 一その意義 と活用一

雑 誌 名

仏教経済研究

巻(号)

255

禅文化161

教化研修39

禅文化研究所紀 要22

宗学研究

教化研修

38

39

関西大学東西学術研29

究所紀要

東洋大学短期大学紀28

要

7
暉

∩δ
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3

3

3

発行月

12

〈講演〉

粟 谷 良 道

石 井 清 純

河 野 太 通

佐 藤 秀 孝

平 野 宗 浄

道元禅師における修証論 に

ついて

道元禅師 と公案 』 永平広

録 』に学ぶ一

随処 に主 となる

道元禅師の入宋求法 のこと

一休禅の風光

水野弥穂 子 道元禅師と経典

山 口 瑞 鳳 仏教と土着思想

養 老 孟 司 心 とからだ

教化研修

教化研修

39

39

駒澤大学禅研究所年7

報

教化研修39

駒澤大学仏教学部論27

集

禅研究所紀要(愛知学25

院大学禅研究所)

駒澤短期大学佛教論2

集

駒澤大学仏教学部論27

集

3

3

3

Q
G

O
O

3

10

8

〈書評紹介〉

石 井 修 道 西村恵信訳注『無門関』 花園大学文学部研究28

紀要

3
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著 者

奥 野 光 賢

織 田 顕 祐

桐 田 清 秀

桐 田 清 秀

佐 藤 悦 成

角 田 泰 隆

中 尾 良 信

芳 井 敬 郎

吉 津 宜 英

論 文 名

石井公成著『華厳思想の研究』

石井公成著『華厳思想の研究』

鈴木大拙 関連書籍 ・雑誌 ・

新聞論文 ・記事一覧

鈴木大拙 単行書旨覧供 著 ・

執筆を含む)

川 口高風著『諦 認禅師研究』

上 ・下巻

最近の道元禅師研究

竹貫元勝『日本禅宗史研究』

竹貫元勝『京都 の禅寺散歩』

石井公成著『華厳思想の研究』

雑 誌 名 巻(号)

駒澤短期大学佛教論2

集

仏教学セミナー64

花園大学文学部研究28

紀要

花園大学文学部研究28

紀要

愛知学院大学教養部44-2

紀要

駒澤短期大学佛教論2

集

花園大学文学部研究28

紀要

花園大学文学部研究28

紀要

宗教研究309
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以上論文索引は、ご く僅かの書籍 を渉猟 しただ けの不十分な もので、遺漏も多々あろ う

かと思います。今後共、関係各位 の御教示を乞 う次第です。

担当者 吉田 剛 九拝


